
恋愛小説特集 

  

 

 
 

 

みなさんこんにちは！

来月はバレンタインデー

ということで、今月のテーマは恋愛小説です！誰が読んでもドキドキ、ワク

ワクするような恋愛小説を選びました。彼氏、彼女がいる人も、そうでない

人も感動できて楽しめること間違いなし。ぜひ読んでみてください！ 
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令和４年 1月 図書委員会  

24Ｈ 釣谷・高松 

 

「君は月夜に光り輝く」  佐野徹夜  KADOKAWA 

高校生の「岡田卓也」と、月の光を浴びると体が淡く光る「発光病」

という不治の病に侵された少女「渡良瀬まみず」との切ないラブストー

リーです。２人で一緒に過ごすうちに、まみずに惹かれていく卓也はあ

る日それが恋だと気づく。その過程を楽しめるのがこの本の魅力の一つ

です。ヒロインのまみずもまた卓也に惹かれていきますが、余命わずか

な自分が今さら恋をするなんて・・・と、自分の心と葛藤します。しっ

とりと心に染みわたる、美しい恋の物語です。 

 

「半透明のラブレター」 春田モカ  スターツ出版 

サエと日向は同じ学校に通う高校生です。休み時間はおろか、授業中

でさえも寝ていることが多いのに頭脳明晰という天才・日向に、サエは

淡い憧れを抱いていましたが、ふとしたことで日向と親しく言葉を交わ

すことになります。「俺は、人の心が読めるんだ」—--さえはある日、日

向から衝撃的な告白を受けます。戸惑いつつも、彼と共に歩き出すサエ。

こうした２人が繰り広げる恋愛青春ストーリー。 

 

「時をかける少女」  筒井康隆  KADOKAWA 

放課後、誰もいない理科実験室でガラスの割れる音がした。壊れた試験

管の液体から漂う甘い香り。この匂いをわたしは知っている—そう感じた

とき、芳山和子は不意に意識を失い床に倒れてしまった。そして…目を覚

ました和子の周囲では、時間と記憶をめぐる奇妙な事件が次々に起こり始

める。思春期の少女が体験した不思議な世界と、甘く切ない想い。わたし

たちの胸をときめかせる永遠の物語もまた時を超え、未来へと引き継がれ

る物語となっている。 
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私が見た未来 完全版：たつき諒    100万回死んだねこ : 覚え違いタイトル集：福井県立図書館 

もしあと 1年で人生が終わるとしたら?：小澤竹俊       ペッパーズ・ゴースト：伊坂幸太郎 

あなたを愛しているつもりで、私は-。 : 娘は発達障害でした：遠宮にけ       N：道尾秀介 

ミカエルの鼓動：柚月裕子              九十八歳。戦いやまず日は暮れず：佐藤愛子 

倒産続きの彼女：新川帆立               九十歳。何がめでたい 増補版：佐藤愛子 

夜が明ける：西加奈子    デューン砂の惑星 (DUNE) 上・中・下 新訳版：フランク・ハーバート 

日本沈没 上・下：小松左京         「いただきます」を言わない人が太るワケ：浅原哲子 

復活の日：小松左京        公害スタディーズ : 悶え、哀しみ、闘い、語りつぐ：安藤聡彦他 

翼の翼：朝比奈あすか           世界国勢図絵 日本国勢図会 2021-22：矢野恒太記念会 

君の顔では泣けない：君嶋彼方        イップス : 魔病を乗り越えたアスリートたち；澤宮優 

利休にたずねよ：山本兼一                  明け方の若者たち：カツセマサヒコ 

ネットワーク・エフェクト・マーダーボット・ダイアリー：マーサ・ウェルズ 

円 : 劉慈欣短篇集：劉慈欣                     モテる人の恋愛科学：ひろと 

日曜劇場『99.9』刑事専門弁護士 SEASON1・2  上・下 ノベライズ ：百瀬しのぶ  

敏感すぎるあなたへ : 緊張、不安、パニックは自分で断ち切れる：クラウス・ベルンハルト 

赤と青とエスキース：青山美智子               残照の頂 : 山女日記 続：湊かなえ 

世界「失敗」製品図鑑 : 「攻めた失敗」20例でわかる成功への近道：荒木博行 

ほろよい読書：織守きょうや他 

 

 「君の膵臓をたべたい」  住野よる  双葉社 

＜名前のない僕＞と＜日常のない彼女＞そんな二人が繰り広げる切ない

恋の物語です。恋愛に発展するのかしないのか、じれったくなるところが、

じわじわくるポイントです。また題名を見ただけでは、意味が分からない

と思いますが、読み進めることで意味が理解でき、涙すること間違いない

でしょう。そして一度読み終わった後にもう一度読んでみると新たな発見

をすることができて、もっとこの本が面白くなると思います。 

リクエストも受け

付けていますよ♪ 

年度末が近づいてきています！ 

きちんと返却して、すっきりと新学年をむかえましょう！ 


